
1繁畿砺鯛1（毎月1・日発行）

　　人口の動き

　10月1日現在
男5，078（＋8
女5，128（一3
言十　　　10，206（＋5

世帯数2，352（一3

　　（）前月比較
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十
日
に
再
会
し
た
九
月
定
例
議
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ま
も
な
い
庚
塚
運
動

　
場
．
信
濃
川
運
動
公
園
の
設
置
条
例
や
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
、
補
正
予

議
会
報
告
　
霧
絆
『
二
離
轟
壕
既
懸
辮
酷
嚥

　
選
任
同
意
と
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
っ
て
、
十
一
日
間
の
会
期
を
閉

　
じ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
つ

千
手
小
に
二
百
万
円
の
寄
附

豊
島
区
の
　
田
中
さ
ん
か
ら

囹
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
数
藤
信
善
委
員
（
沖
立
）
を
再
び

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

囹
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意

　
　
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
十
月
三
十
一
日
で
任
期
が
満
了
す
る

　
高
津
富
士
男
委
員
（
寺
ケ
崎
）
を
再
び

　
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
囹
町
簡
易
水
遣
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
　
い
て

　
　
橘
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
に
四
十
歩

　
を
追
加
し
ま
し
た
。

舎
　
　
囹
町
屋
外
体
育
施
設
条
例
の
制
定
に

校小
　
　
　
つ
い
て

手千
　
　
　
庚
塚
運
動
場
・
信
濃
川
運
動
公
園

の成
の
設
置
や
管
理
な
ど
を
決
め
た
も
の

白
兀く
　
　
で
す
。
な
お
、
利
用
に
つ
い
て
の
決

なも
　
　
り
は
、
別
掲
と
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

まに
　
　
く
だ
さ
い
。

かや
　
囹
寄
附
金
の
受
入
れ
に
つ
い
て

ざあ
　
　
東
京
都
豊
島
区
に
お
住
い
の
田
中

も膣
　
　
誠
倍
さ
ん
か
ら
、
千
手
小
学
校
に
あ

タの
　
て
二
百
万
円
の
寄
附
申
し
出
が
あ
り

色ム
　
ま
し
た
。
千
手
小
内
部
設
備
費
用
の

　リ
　
　
一
部
に
あ
て
て
ほ
し
い
と
の
条
件
付

ク▲
　
き
の
も
の
で
、
町
で
も
、
こ
の
厚
意

を
喜
ん
で
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歯
科
診
の
模
様
替
え

　
　
　
　
　
施
設
さ
ら
に
充
実

囹
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

　
つ
い
て

　
今
年
二
回
目
の
補
正
予
算
で
、
三
千

百
七
十
三
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
二

十
五
億
六
千
四
百
十
二
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
追
加
し
た
主
な
も
の
は
、
○
衆
議
院

議
員
総
選
挙
費
二
百
六
十
万
円
、
○
格

納
庫
兼
農
林
産
加
工
施
設
等
工
事
請
負

費
千
七
百
二
十
万
円
、
○
千
手
小
特
別

教
室
設
備
工
事
費
ほ
か
千
二
百
万
円
、

な
ど
で
す
。

囹
五
十
四
年
度
歯
科
診
療
所
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

歯
科
診
療
所
が
手
狭
な
た
め
、
上
野

連
絡
所
内
部
を
改
造
し
、
あ
わ
せ
て
、

医
療
用
機
械
器
具
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
千
百
六
十
五
万
円
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
に
は
、
議
員
か
ら
次

の
発
議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

囹
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
に
関
す

　
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
国
保
制
度
の
充
実
発
展
を
国
に
訴
え

る
も
の
で
、
議
決
と
同
時
に
厚
生
・
大

蔵
・
自
治
天
臣
な
ど
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
母
子
保
険
法
の
改
正
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
発
議
案

も
あ
り
ま
し
た
が
、
審
議
の
結
果
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

ね

国
民
年
金
で

　
厚
生
省
が
発
表
し
た
「
昭
和
五
十

三
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
七
十
二
・

九
歳
、
女
七
十
八
・
三
二
歳
だ
と
い

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
年
齢
は
、
世
界
で

も
男
が
二
位
、
女
が
四
位
と
い
う
長

寿
国
の
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
す
。

　
長
寿
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
お

め
で
た
い
こ
と
で
す
が
、
老
後
が
そ

れ
だ
け
長
く
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

先
行
き
の
保
障
が
さ
ら
に
重
要
に
な

り
ま
す
。

　
近
年
、
わ
が
国
も
欧
米
諸
国
の
よ

う
に
“
核
家
族
化
”
が
定
着
し
、

年
を
と
っ
て
も
経
済
的
に
は
、

子
供
た
ち
か
ら
の
扶
養
は
、
あ

ま
り
期
待
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
に
な
れ
ば
体

に
無
理
が
き
き
ま
せ
ん
し
、
働

く
職
場
も
限
ら
れ
、
現
金
収
入

を
得
て
生
活
す
る
こ
と
も
難
し

く
な
り
ま
す
。

　
今
日
で
は
、
老
後
の
問
題
は

社
会
全
体
で
考
え
る
と
い
う
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

社
会
全
体
で
親
孝
行
を
行
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
対
策
の
支
柱
を
な
す
も

2
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D

の
と
し
て
、
国
民
年
金
を
始
め
厚
生

年
金
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
公
的

年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
国
民
年
金
は
、
他
の

公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
二
十

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を
加
入

対
象
に
し
て
い
る
制
度
で
す
。

　
将
来
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

制
度
に
加
入
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

保
険
料
を
一
定
の
期
間
、
決
め
ら
れ

た
期
限
ま
で
に
か
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
だ
れ
に
も
“
老
後
”
は
一
歩

一
歩
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
に
な
っ
て
あ
わ
て
て
も
、
も
う

遅
い
の
で
す
。
“
老
後
の
生
活
設
計
”

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
今
か

ら
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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議
会
選
出
の
監
査
委
員
に

　
　
　
　
高
橋
弥
太
郎
議
員
を

囹
睡
梁
且
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る
睡
果
且
委
員

に
高
橋
弥
太
郎
議
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

囹
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

　
戸
田
専
治
・
戸
田
哲
次
両
議
員
が
質

問
に
た
ち
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

戸
田
専
治
議
員
　
○
議
会
人
事
に
執
行

機
関
が
関
与
し
た
と
の
う
わ
さ
が
あ
る
。

こ
の
事
実
に
つ
い
て
問
う
。
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○
橘
簡
易
水
道

建
設
の
用
地
交

渉
に
適
正
を
欠

い
た
面
が
あ
っ

た
と
い
う
。

公
共
事
業
遂
行
の
裏
に
生
ず
る
町
民
の

利
益
滅
失
は
、
で
き
る
だ
け
最
少
限
度

に
く
い
止
め
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

根
津
町
長
　
○
議
会
人
事
は
町
民
の
大

き
な
関
心
事
で
あ
り
、
私
も
相
談
を
受

け
た
り
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
面
が
あ

る
。
し
か
し
、
お
説
の
よ
う
な
働
き
か

け
や
関
与
を
し
た
こ
と
は
な
い
。

○
簡
水
建
設
に
あ
た
り
不
始
末
の
あ
っ

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
公
共

事
業
は
十
地
確
保
が
難
点
の
一
つ
で
あ
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▲町立歯科診療所（上野連絡所内）は、診療室を今までの2倍

　の広さにし、あわせて設備類も充実しました。

響
烈
．

る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
特
定

の
個
人
に
犠
牲
を
強
い
た
り
、
人
権
無

視
の
行
為
は
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
そ
う
し
た
事
例
の
な
い
よ

う
、
特
に
、
土
地
所
有
権
の
尊
重
に
は

一
層
留
意
し
た
い
。

戸
田
哲
次
議
員
　
○
町
営
図
書
館
の
建

設
を
願
い
た
い
。

根
津
町
長
　
○
図
書
館
建
設
は
、
そ
の

前
段
と
し
て
、
図
書
の
充
実
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
一
冊
寄
贈

運
動
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

い
ろ
い
ろ
の
条
件
を
考
え
て
み
る
と
、

ま
だ
、
建
設
の
時
期
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
私
は
、
む
し
ろ
美
術
館
の
建
設
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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“
庚
塚
・
信
濃
川
運
動
公
園
の
利
用
に

あ
た
っ
て
”

　
屋
外
体
育
施
設
（
庚
塚
運
動

場
・
信
濃
川
運
動
公
園
）
は
、

教
育
委
員
会
で
管
理
・
運
営
を

行
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
教
育
委
員
会

の
許
可
を
受
け
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
利
用
で
き
る
期
間
は

　
四
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十

日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
毎
週

火
曜
日
は
休
日
と
し
ま
す
。

◎
使
用
申
し
込
み
は

　
用
紙
が
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
の
で
、
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
使
用
料
は

　
町
内
の
皆
さ
ん
の
利
用
は
無
料
で
す
。

◎
そ
の
他

　
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
き
や
、
人
に

迷
惑
な
行
為
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

》
信
濃
川
運
動
公
園
も
先
月
オ
ー
プ
ン
レ

　
　
人
に
は
、
使
用
を
こ
と
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
施
設
で
す
。
常
に
き
れ
い

な
運
動
場
と
す
る
た
め
に
、
整
理
や
清

掃
に
心
が
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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衆議院議員総選挙

町の投票率は91．60％

　
七
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
、
川
西
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

◎
有
権
者
数

　
　
男

　
　
女

　
　
合
計

◎
投
票
総
数

　
　
男

　
　
女

　
　
合
計

◎
投
西
蛋
＋

　
　
男

　
　
女
　
合
計

三
、
五
五
四
人

三
、
七
八
九
人

七
、
三
四
三
人

　　しム　　　　　　　の

ノ￥　＿＿の＿＿幽
、　　 、　　 、

七四ニ
ニ八四
ム　　　　　　　ゐ

ノペ　ベベ
人人人

九九九
　●
六九二
叛易

◎
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
　
　
六
、
六
五
二
票

　
　
無
効
投
票
　
　
　
　
　
五
四
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

塚
田
と
お
る

高
鳥
修

き
じ
ま
喜
兵
衛

白
川
勝
彦

須
藤
友
三
郎

　、　　　、　　　、

　〇五三六
六六六五二
五〇七六四
西西西西西不7丁ぐポポ刀ぐ

　
ご
覧
の
よ
う
に
、
投
西
蛋
＋
は
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
す
も
の
と
な
り
、
前
回

昭
和
五
十
一
年
の
八
九
・
七
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
、
一
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
上
わ

ま
わ
る
結
果
で
す
。

　
町
内
の
投
票
所
投
萌
蛋
＋
は
、
最
高
が

木
落
・
寺
ケ
崎
の
九
六
・
四
、
高
倉
九

五
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
、
最
低

で
も
、
室
島
・
藤
沢
の
八
八
・
九
三
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
で
、
い
ず
れ
も

今
回
の
選
挙
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
隣
人
に

．
影

、
t
・
ト

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
」

　
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
「
共

同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い

精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
、

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生
活
の
向
上

を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に
必
要
な

資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
い

羽
根
は
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の

心
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
が
、
古
く
は

あ
の
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
も
“
正
義
の
勇
気
”

の
し
る
し
と
し
て
帽
子
に
つ
け
て
い
た

登
録
も

　
　
　
　
注
射
も

　
す
ん
で

　
　
　
　
僕
の
犬

“叡
■9．●

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
川
西
町
で
約
六
十
六
万
三

千
七
百
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
事
業
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
一
世
帯
当
り
に
し
て
、

お
よ
そ
二
百
八
十
円
の
募
金
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
よ
り
よ

い
福
祉
を
め
ざ
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
の
目
標
は
、
昨
年

よ
り
二
十
万
円
ほ
ど
多
い
七
十
四
万
九

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
世
帯
当
り
で
は
、
三
百
円
く
ら
い

　
犬
の
登
録
と
合
わ
せ
て
、
狂
犬
病
予

防
注
射
が
次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
日
時
十
月
十
六
日
（
火
）

※
料
金
登
録
と
注
射
両
方
の
方
は

　
三
千
三
百
円
、
春
登
録
を
し
て
注
射

　
だ
け
の
方
は
千
三
百
円
。

※
会
場
及
び
時
間
（
下
表
）

　
今
回
受
け
て
お
か
な
い
と
、
訪
問
注

射
で
割
り
増
し
料
金
（
二
千
六
百
円
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
当
日
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

の
目
や
す
で
個
別
募
金
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
に
な
い
多
額
の

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
考
ま
で
に

〇
五
十
二
年
度

　
目
標
額
　
　
五
〇
四
、
○
○
○
円

実
績
額
　
　
六
右
二
、
七
七
一
円

〇
五
士
二
年
度

　
目
標
額
　
　
五
四
四
、
三
〇
〇
円

実
績
額
　
　
六
六
一
二
、
七
五
一
円

〇
五
十
四
年
度

目
標
額
　
　
七
四
九
、
○
○
○
円

会　　　　場 時　　　間

千手グラウンド（神社脇） 9：30～10：20

上　野　連　絡　所 10：30～11：00

室　島　作　業　場 11：15～11：40

克雪セ　ンター 13：00～13：50

岩　瀬　作　業　場 13：40～13：50

小白倉ポンプ小屋 14：10～14：30

橘　　出　　張　　所 14：45～15：20
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町
長
・
町
議
補
選
の

　
　
　
　
　
投
票
日
で
す

　
任
期
満
了
に
よ
る
川
西
町
長
選
挙
及

び
川
西
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
今

月
十
四
日
告
示
、
二
十
一
日
投
票
と
決

ま
り
ま
し
た
。

　
立
候
補
の
受
け
付
け
は
、
十
四
日
及

び
十
五
日
の
二
日
間
で
す
。

　
な
お
、
開
票
は
、
二
十
一
日
の
即
日

開
票
と
す
る
予
定
で
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

続
い
て
の
選
挙
で
す
が
、

大
切
な
一
票
を
む
だ
に
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ

ぞ
っ
て
投
票
い
た
し
ま
し

ょ
）
つ
。

　
ま
た
、
こ
の
選
挙
は
、

雛

も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。

　
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ノ
　
，
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
も

と
め
な
い
”
こ
れ
が
正
し
い
選
挙
の
鉄

則
で
す
。

贈ってはいけません

求めてはいけません

受けとっては

　　　　いけません

行
政
へ
の
苦
情
・

行
政
・
心
配
ご
と
相
談
併
設
で

　
今
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
各
地
に
お
い
て
い
ろ

い
ろ
の
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、
町
で
は

次
に
よ
り
、
行
政
相
談
及
び
心
配
ご
と

相
談
を
併
設
い
た
し
ま
す
。

　
道
路
・
河
川
・
環
境
衛
生
・
年
金
保

険
・
交
通
安
全
な
ど
、
日
常
生
活
で
困

っ
て
い
る
問
題
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
、
行
政
相
談
に
つ

い
て
は
相
談
員
の
富
井
源
蔵
さ
ん
が
、

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
は
、
藤
本
秀

雄
さ
ん
が
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。ー
行
政
相
談
等
の
日
程
・
，
場
所
1

、
￥N

NN

NNNNX

NN

NNNNN

NNNN

N、

NNNNN

NNNN

NNNNN

＼
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
＼
N
￥
＼
￥
￥
￥
N
N
＼
N
N
N
N
、

の募集
13’6一●。’”…’●’”。＝

酷・。・D・．。．◎．。．GりDき

町用務
」
．
．
・
9
”
運

：
・
．
噂
9
●
．
。
受

ら
’
．
・
。
ア
．
5

一
弓
・
一
や
：
●

　次により、町用務員を募集してい

ます。

※勤務場所・町立学校及び保育園等

※応募条件・町内在住者で、30歳か

ら50歳までの男子．

※採用時期・昭和55年4月1日

※応募しめ〆切り・10月25日まで

ご希望の方は、履歴書1通を添え

て、役場総務課へ申し出ください。

後日、選考のうえ決定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　－　　　　　　　　　響　　　　　　　　喩　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　噌　　　　　　　，　　　　　　　o　　　　　　願　　　　　　o　　　　　　o　　　　　9　　　　　曹　　　　　一　　　　〇　　　　・　　　　曹　　　甲　　　一　　　響　　甲　　－　　o　o　り　o
申一咽

．漸縄％を．うせ煽

壕
’‘　・10月18日（木）／午前8時～午後〇

一時まで、元町・鶴吉・霜条・坪山・星

ll　名新田・田代・

1　・10月18日（木）／午後1時～午後4

　時30分、伊友．
丈物㌦趨鏑報鵜裟滋．，．．、・．癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
鶏
諜
環
雛
懸
滋
襲
鍵
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
難
難
獺
談
叢
雛
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
欝
鑑
雛
趨
　
総
麟
難
譲
繁
ー

十
月
十
七
日
・
一
時
～
四
時
ま
で
　
　
　
　
鎌
欝
懲
講
叢
欝
　
総
灘
継
譲
嶽
ー

◎
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗
㎜
籍
灘
欝
盤
懸
灘
獲
醗

十
月
二
十
日
・
一
時
～
一
二
時
半
ま
で

　
●
O
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
　
●
●
●
●
　
O
●
●
　
●
　
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
O
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
場
の
場
合

　
　
献
血
で
明
る
い
町
を
　
　
　
　
　
ま
と
ま
・
て
献
血

　
　
　
　
　
二
十
三
日
・
ゆ
う
愛
号
が
き
ま
す
　
さ
れ
る
と
、
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
等
へ
検
診
結

　
来
た
る
二
十
三
日
に
、
献
血
車
ゆ
う

あ
い
号
が
来
ま
す
。

　
十
六
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
、
健
康

な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

　
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
に
お
答
え
し
て
、
七
項
目
の
検
査
サ

ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ

な
た
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

果
の
お
知
ら
せ
も
し
て
い
ま
す
。

　
献
血
の
ご
協
力
と
健
康
管
理
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。※
日
時
十
月
二
十
三
日
（
火
）

※
場
所

　
橘
出
張
所
　
十
時
～
十
二
時

　
上
野
連
絡
所
　
　
　
一
時
～
　
一
一
蒔

　
つ
コ
　
ロ
　
ロ
ロ
ぽ
じ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
じ
ロ
ロ

…
出
か
せ
ぎ
を
　
　
㎜

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
す
る
方
に
〃
“
…

　
篇
－
一
6
1
－
1
ー
畢
9
一
－
醒
ー
1
響
ー
O
I
O
膠
一

　
秋
風
と
と
も
に
、
今
年
も
出
か
せ
ぎ

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
明
る
く
安
全
な
出
か
せ
ぎ
の
た
め
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
、
例
年
ど
お
り
就

　
労
者
氏
名
と
就
労
先
き
を
記
入
し
た

名
簿
を
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
ま
だ
、
就
労
先
き
の
決
定
し
て
い
な

　
い
方
は
、
早
目
に
安
定
所
か
農
業
委

　
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

．
縁
故
で
就
労
す
る
方
も
、
氏
名
・
就

　
労
先
き
を
届
出
て
、
出
か
せ
ぎ
手
帳

　
の
交
付
を
受
け
て
就
労
し
ま
し
ょ
う
。

．
出
か
せ
ぎ
者
検
診
で
要
注
意
の
方
は
、

　
無
理
を
し
な
い
で
軽
作
業
に
つ
く
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
現
在
十
五
事
業
所
か
ら
求
人

案
内
が
来
て
い
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
町
農
業
委

員
会
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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郷土芸能

　　　発表会

　
　
”
（
・
◎
．
θ
一

　
　
●
ヤ
θ
．
・
一
〇
％

　
　
ゆ
、
ヂ
．
悔
ゐ

’
し
昴
轟
賛

も
　
　
●
．
。
ρ
～
♪
ρ
9
♂

担
繋

　
　
　
寧
鷲

目
鷲
表

　
　
　
姦
．
ぷ

　
4
、
　
　
・
一
ノ
一
◎
◎
7
吋

　
　
　
・
ザ
ひ
．
㌦
そ

　
～
碧
鷲

　
　
　
　
“
σ
．
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続
け
た
い
と
、
町
内
で
は
初
の
“
郷
土

芸
能
発
表
会
”
を
次
に
よ
り
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
天
神
ば
や
し
を
始
め
か
べ
ぬ
り
お
け

さ
、
だ
い
の
し
ゃ
か
な
ど
種
目
は
十
五

種
に
も
及
び
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

噺
と
き
　
十
一
月
三
日

　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
と
こ
ろ

郷
土
芸
能
の
よ
さ
を
知
り
、
伝
承
を
　
　
噸
主
　
催

　
　
●
。
　
　
　
　
　
㌔
／

叢
霧
繕
難
a
葵
拓
錆
養
鉄

総
合
セ
ン
タ
ー

町
公
民
館

．
い
類
＾
．
志
　
、
藁
揆
濯

　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
善

　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
母
ラ
ク
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
大
海

博
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
二
万
円
。

○
妻
カ
ウ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
高
橋

関
太
郎
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
一
二
万
円
。

　
　
　
　
　
　
『
壌
ボ
、
熱

川
西
町
出
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　
誇
り
と
し
て

　
昭
和
二
十
七
年
春
、
私
は
東
京
向

島
に
あ
る
染
色
工
場
に
就
職
す
る
た

め
、
父
と
二
人
で
家
を
出
発
し
ま
し

た
。
当
時
、
貧
困
の
田
舎
に
あ
っ
て
、

東
京
で
働
く
こ
と
は
、
親
の
願
い
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
四
十
年
、
干
葉
に
小
さ
な
家
を
建

て
る
と
同
時
に
結
婚
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
四
十
二
年
こ
ろ
か
ら
、
毎
月
広
報

か
わ
に
し
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
田
舎
に
帰
省
で
き

な
い
年
で
も
「
か
わ
に
し
」
を
読
ん

で
い
る
と
、
田
舎
に
征
っ
た
よ
う
な

千
葉
市
秦
野

気
持
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
最
近
、
私
た
ち
が
田
舎
に
帰
っ
て

一
番
感
じ
る
こ
と
は
、
若
い
人
た
ち

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

家
が
多
く
な
り
、
道
路
も
よ
く
な
り
、

一
年
中
バ
ス
も
通
り
、
都
会
と
の
へ

だ
た
り
は
な
く
、
山
あ
り
川
あ
り
、

澄
ん
だ
元
ぎ
凧
あ
り
、
若
人
が
多
く
な

っ
て
い
る
原
因
が
わ
か
る
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

　
よ
く
、
人
に
聞
か
れ
ま
す
。
新
潟

県
の
何
町
で
す
か
。
と
、
私
は
胸
を

張
っ
て
答
え
ま
す
。
　
“
新
潟
県
は
川

西
町
で
す
。
”
と
。

・
出
身
　
仁
　
田

・
離
町
　
昭
和
2
7
年

政
司
さ
ん
（
四
＋
二
歳
）

　
　
十
日
町
市
や
小
千
谷
市
は
、
割
合

　
い
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
川
西
町
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

　
　
で
も
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

西
町
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
私
た
ち
が

日
本
中
に
広
め
て
行
き
ま
す
。

　
　
町
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
健

闘
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
私
ご
と
で
す
が
、
昭
和
二
十
七
年

上
界
、
東
京
向
島
の
染
色
工
場
に
就

職
、
以
来
、
染
色
業
一
す
じ
に
、
現

在
は
、
友
人
と
協
同
経
営
で
す
が
、

貸
工
場
で
染
色
工
場
を
経
営
、
一
年

生
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
）
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じ

わ
し
の
　
　
鰍
．

　
　
　
　
　
　
自
慢
簾

畿
巣
肇
諺
壕
鶴
毅
鐸
惑
巾
醤
奪
マ

　
め
ん
類
の
や
く
昧
に
よ
し
、
酢
物
、

み
そ
づ
け
、
煮
物
に
と
用
途
の
広
い

“
み
よ
う
が
”
の
一
大
産
地
に
し
た
い

と
、
高
津
さ
ん
は
五
年
ほ
ど
前
か
ら
こ

の
栽
培
に
取
り
く
み
ま
し
た
。
ま
ず
は

高
津
さ
ん
の
お
話
を
ど
う
ぞ
。

　
「
み
よ
う
が
は
、
け
っ
し
て
場
所
を

と
り
ま
せ
ん
。
通
風
の
あ
る
シ

ケ
地
が
最
適
、
で
す
か
ら
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
な
ど
が
も
っ
と
も

い
い
の
で
す
。
東
部
地
区
で
は

八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
約

一
割
は
道
水
路
が
し
め
ま
す
。

こ
の
う
ち
の
半
分
に
栽
培
す
る

と
し
て
も
、
約
四
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
が
利
用
で
き
ま
す
已

　
こ
の
言
の
ま
ま
、
高
津
さ
ん

の
田
の
あ
ぜ
や
水
路
の
の
り
面

に
は
、
今
を
さ
か
り
の
み
よ
う

が
が
、
ビ
ッ
シ
リ
と
列
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

産地化が夢
　5年前からみようが栽培

寺ケ崎　高津徳治さん

　
「
農
協
・
役
場
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
始
め
た
の
で
す
が
、
栽
培
は
と
て
も

簡
単
で
す
。
春
先
き
、
早
く
芽
を
出
す

カ
ヤ
な
ど
は
、
除
草
剤
で
処
分
し
ま
す

と
、
そ
の
あ
と
に
み
よ
う
が
が
き
れ
い

な
芽
を
出
し
ま
す
。
広
く
根
を
張
り
ま

す
の
で
あ
ぜ
も
丈
夫
に
な
り
、

一
石
二
鳥
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
已
　
み
よ
う
が
は
、
七
月
下
旬

か
ら
十
月
上
旬
ま
で
収
穫
が

可
能
、
つ
い
最
近
、
四
平
方

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
面
積
で

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
と
れ
た
と

い
い
ま
す
。

　
高
津
さ
ん
は
、
あ
ぜ
や
の

り
の
有
休
地
を
利
用
し
て
、

約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
栽
培

面
積
で
す
。

　
「
生
出
荷
が
で
き
る
な
ら

採
算
も
十
分
と
れ
ま
す
。
当
町
も
全
体

で
取
り
く
め
ば
、
よ
そ
に
ひ
け
を
と
ら

な
い
産
地
に
な
り
ま
す
。
私
は
こ
の
町

を
み
よ
う
が
の
産
地
に
す
る
こ
と
が
夢

で
す
。
」

高
津
さ
ん
の
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
は
、

み
よ
う
が
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
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囹
児
童
手
当

振
込
み
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
は
、
二
・
六
・
十
月
の
年

三
回
、
月
の
十
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
を
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
の
指
定
金
融
機
関
に
振
込
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
金
融
機
関
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
十
月
期
の
支
払
い
は
、
皆
さ
ん
が
六

月
中
に
提
出
さ
れ
た
現
況
届
の
結
果
に

よ
り
、
手
当
額
の
亦
董
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
税
の
所
得

割
額
の
あ
る
方
は
一
か
月
五
千
円
に
、

所
得
割
額
の
な
い
方
は
同
じ
く
六
千
円

と
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
な
お
、
十
月
分
か
ら
、
所
得
割
額
の

な
い
方
は
六
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

囹
十
日
町
橋
交
通
規
制

　
今
、
十
日
町
橋
の
修
繕
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
十
二
月
末
日
ま
で
工
事

が
続
き
ま
す
が
、
今
月
十
三
日
か
ら
十

二
月
十
日
ま
で
は
、
仮
橋
う
回
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
定
期
バ
ス
は
運
行
で

き
ま
す
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
積
荷
運

行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
．
こ
注
意
く
だ
さ

い
。　
回
電
気
災
害
追
放
に

　
　
漏
電
し
ゃ
断
器
を

　
　
　
　
　
　
　
　
【
東
北
電
力
か
ら
】

　
電
気
設
備
や
器
具
は
、
古
く
な
る
と

い
た
み
も
進
ん
で
き
ま
す
。
思
わ
ぬ
漏

電
か
ら
の
人
身
事
故
や
、
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
・
つ
。

　
　
「
漏
電
し
ゃ
断
器
」
は
、
万
一
、
漏

電
や
感
電
を
し
た
場
合
、
瞬
時
に
し
か

も
自
動
的
に
電
気
を
と
め
る
働
き
を
す

る
装
置
で
、
電
気
を
安
全
に
使
う
う
え

で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
の
間
、

東
北
電
力
と
電
気
工
事
組
合
で
は
、

「
漏
電
し
ゃ
断
器
取
り
付
け
推
進
運
動
」

を
展
開
中
で
す
。

　
ご
相
談
や
お
申
し
込
み
は
、
お
近
く

の
電
気
工
事
店
ま
た
は
、
最
寄
り
の
東

北
電
力
事
業
所
に
ど
う
ぞ
。
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ρ
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～
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～
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事
ゆ
タ
ゆ
タ
4
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ゆ
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初心者

会大ントンミ
、ト

　
“
￥

　
ノ

町民

　スポーツの秋です。バトミント

ンの楽しさを満喫してみませんか。

初めての人、ふるってご参加をど

うぞ。

《》と　き　11月18日　9時～5時

《》ところ総合体育館

《》参加資格　町内在住・在勤の人

　　　　　ただし、協会員及び

　　　　学生クラブ員、その他

　　　　経験者は除きます。

ゆ申し込み　総合体育館に用紙が

　　　　あります。

《》しめ切り　11月11日

《》詳しくは、8－3101、有3230

蔵品まで。
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温
か
い
善
意
に
つ
つ
ま
れ
て

お
年
寄
り
へ
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

　
ま
っ
た
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
“
老
人
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
”
が
、
今
月
三
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
活
動
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
登
録
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
六
十
名
、
こ
の
方
々
の
、
本
当
に
温
か
い
善
意
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
う
る
わ
し
く
も
た
の
も
し
い
事
業
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
先
月
二
十
六
日
に
は
、
全
員
集
合
の
う
え
で
、
保
健
所
の
衛

生
指
導
を
受
け
、
献
立
や
ら
調
理
方
法
を
勉
強
、
そ
し
て
三
日

に
は
、
待
ち
わ
び
る
お
年
寄
り
た
ち
に
、
第
一
号
の
給
食
が
届

け
ら
れ
た
の
で
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
こ
の
日
の
献
立
て
は
・
き
の
こ
ご
は
ん
、
・

　
　
　
　
ニ
ト
つ

さ
ん
ま
の
高
ら
い
焼
き
、
・
野
菜
の
煮
物
、
・
千
草
づ
け
、
・

く
だ
物
少
々
…
…
…
つ
い
で
な
が
ら
、
値
段
は
一
食
、
個
人
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
百
円
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
三
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
円
也
。
年

、
畿聾

寄
り
の
健
康

保
持
を
考
え

て
、
カ
ロ
リ

ー
計
算
も
バ

ッ
チ
リ
で
す
。

　
こ
ん
な
か

た
ち
で
、
こ

れ
か
ら
は
毎

月
第
一
・
第

三
水
曜
日
の

夕
食
を
、
千

手
・
上
野
両

地
区
の
一
人

一
一一
一
一
嫡噛嘲
一
一
の
一

o一，

●

●　， 9　0

9 o
．一

一
一
印
一
辱
騨

方
面
に
も
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

　
さ
て
、
善
意
を
申
し
出
て
く
れ
た
人
の
う
ち
、

あ
ず
か
っ
て
く
れ
る
の
は
五
十
六
名
に
も
及
び
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
を
四
班
に
組
み
分
け
し
て
担
当
日
を
決
め
ま
す
。
｛

　
担
当
の
日
に
は
、
栄
養
士
の
決
め
た
献
立
て
を
も
と
に
、
材

料
の
買
い
出
し
か
ら
器
具
の
準
備
・
調
理
と
、
班
長
を
中
心
に

て
き
ぱ
き
と
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

た
も
の
は
、
個
別
に
パ
ッ
ク
さ
れ
、

と
な
る
の
で
す
。

　
三
三
一
。
三
一
三
一
一
一
3
。
…
一
…
廓
…
一
三
一
…
…
一
…
」
一
＝
三
一
印
“

　
　
　
暮
し
、
老
人
世
帯
な
㌦

　
　
　
ど
の
二
十
二
人
に
配
㌦

　
　
　
り
ま
す
。
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
事
業
が
順
調
に
な
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
り
次
第
、
橘
・
仙
田
幅

も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
｛

　
　
　
　
　
　
調
理
関
係
を
｛

　
　
　
　
　
　
で
き
あ
が
っ
一

配
送
員
の
手
を
待
つ
の
み
一

　
「
お
年
寄
り
か
ら
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
一
生
愛
叩
で
す
。
決

め
ら
れ
た
枠
内
で
の
献
立
て
と
、
き
れ
い
に
盛
り
つ
け
を
す
る

の
が
大
変
で
す
ね
エ
。
」

　
白
衣
に
身
を
包
む
調
理
員
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
は
大
変
な
気

の
使
い
方
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
残
念
な
こ
と
は
、
配
送
を
受
け

て
く
れ
る
人
が
少
な
い
こ
と
。
こ
の
事
業
は
、
老
人
の
健
康
状

態
を
気
づ
か
う
と
と
も
に
、
配
送
の
つ
い
で
に
、
お
年
寄
り
の

話
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
き
な
ね
ら
い
が
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
、
任
務
の
重
要
性
と
老
人
か
ら
の
期
待
も
、
大
き

な
も
の
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
当
面
は
、
調
理
員
の
皆
さ
ん
が
一
部
ヵ
バ
ー
し
て
く
れ
る
模

様
で
す
が
…
…
…
…
。

雨
や
雪
の
と
き
の
配
達
方
法
は
、
さ
ら
に
検
討
を
し
て
み
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
事
務
局
も
、
老
人
た
ち
の
期
待
に
そ
い

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
、
一
日
も
早
く
全
町
に
普
及
す
る
日
を
待
ち
望

み
た
い
も
の
で
す
。

　
（
写
真
・
総
合
セ
ン
タ
ー
で
懸
命
に
調
理
に
励
む
ボ
ラ
ン
テ

　
　
　
　
ィ
ァ
協
力
者
た
ち
）

「
問
題
は
冬
場
の
配
送
な
ん
で
す
ね
エ
。
㎞

4
．
．
卿
…
．
．
．
一
．
．
．
『
。
．
．
唱
．
．
．
．
一
の
＝
一
．
．
一
．
一
．
…
一
．
．
．
一
．
…
り
騨
＝
．
一
三
．
哺
三
一
の
一
一
甲
一
聯
．
一
一
．
＝
．
曹
一
＝
伽
齢
．
．
．
一
甲
．
｝
顧
一
一
＝
．
一
三
．
．
．
．
聴
り
．
騨
．
．
．
。
．
．
一
．
一
一
．
．
．
甲
．
．
一
一
．
自
．
．
一
．
一
一
榊
一
．
一
．
一
．
．
一
一
三
．
＝
．
一
一
一
．
一
畠
＝
．
．
『
一
一
一
一
．
軸
．
．
．
二
．
卿
．
一
一
一
輯
中
噌
一
．
…
頓
．
三
一
一
三
．
一
．
．
一
｛
一
二
。
｛
唱
一
．
一
｛
一
一
一
3
…
｝
｛
…
一
。
一
。
一
一
…
一
三
…
ξ
一
三
｛
…
｛
晴
櫨
購
～
㍉
。一川。101一’186”80川。18181川。1。II81。1。ll81川61。18川Ill888。。ll5。。愚。川巳1881111111髄1曇川51118。川ll。。，1川1861。1臼ll巳1。II川ll6一川6巳ll58川ll8800川5。“68川1巳”81”ll581曹II



IIIII””広報かわにし／昭和54年10月10日発行（第三種郵便物認可）llIllll””Illlllllll“II“llI川1”11”1”lllll“llll”IIIlll”III”1”III””IIll””Illl”1”lll川ll”IlllII【81””””IIII”1

」1』．』』」』』」』』』』4』

E
レ

　
キ
ノ
コ
狩
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
小
春
び
よ
り
に
山
歩
き
は
、
健

康
的
で
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
キ
ノ
コ
の
風
味
を
大
い
に
楽
し
ん

で
ほ
し
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
中

毒
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
キ
ノ
コ
中
毒
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
猛
毒
で
生
命
に
か
か
わ
る
も
の

か
ら
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
も
の
と
あ
り

ま
す
。
大
別
す
る
と
、
胃
腸
症

状
の
強
い
も
の
（
ド
痢
・
お
う

と
・
血
便
・
腹
痛
等
）
と
、
神

経
症
状
の
強
い
も
の
（
発
汗
・

ケ
イ
レ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
・
め
い

　
　
　
　
　
て
い
状
態
・
こ
ん

鴫
す
い
等
）
の
ふ
た

つ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ノ
コ

の
種
類
や
食
べ
た

量
に
よ
っ
て
、
数

時
間
か
ら
数
日
た

っ
て
か
ら
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
も
の

と
あ
り
ま
す
。

　
応
急
処
置
と
し

て
は
、
ま
ず
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略

胃
の
中
に
食
物
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
す
ぐ
水
・
牛
乳
・
食
塩
水
等
を

多
量
に
飲
ま
せ
は
か
せ
ま
す
。
片
ひ

ざ
を
立
て
胃
の
部
分
を
ひ
ざ
に
の
せ

背
中
を
た
た
く
と
、
簡
単
に
は
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
食
物
は
、
食
後
二
十
～
三
十
分
す

る
と
、
少
し
は
腸
へ
も
流
れ
ま
す
の

で
下
剤
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
毒

きのこ中毒に
　　気をつけましょう

に
連
絡
を
と
っ
て
か
ら

次
の
処
置
を
す
る
と
軽

く
済
ま
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
ず
、
食
べ
て
か
ら

の
時
間
を
知
り
、
一
、
7

四
時
間
程
度
な
ら
ま
だ

中
毒
急
処
置
に
も
応
用
で
き
ま
す
。

　
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る

　
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
べ
ら

　
れ
る
キ
ノ
コ
を
知
る
よ
り
、

数
の
少
い
毒
キ
ノ
コ
を
知
る

　
こ
と
が
簡
単
で
す
。

　
　
キ
ノ
コ
の
名
称
は
、
地
方

　
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、

　
ど
こ
の
部
落
に
も
い
る
“
キ

　
ノ
コ
博
士
”
？
に
相
談
す
る

　
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
し

　
ょ
・
つ
。

　
　
そ
れ
で
も
心
配
の
と
き
は
、

疑
し
い
も
の
は
食
べ
な
い
こ

　
と
で
す
。

　
　
以
ヒ
の
こ
と
は
、
キ
ノ
コ

中
毒
だ
け
で
な
く
、
一
般
の

（
農
薬
・
石
油
等
の
誤
飲
）
の
応

　桝で乙ノ

備
碕
・
昏
舜
摩
タ
糖
解
脊
＠
卜
γ
4
h
・
＠
㍗
＠
堅
廓
飽
O
蓼
骸
骸

㌃

聴
戸
籍
の
窓
か
ら

斡
ヂ＠

骸
葛
葛
骸
勢
g
◎
骸
曝
犠
窄
＠
骸
骸
葛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

樋登高野柄小平高金
口坂橋上澤柳野橋崎

和幸…康康直靖智彩
人恵城代子也夫美

薫正彰正光克市伸廣
　雄吉平雄義郎幸

二長長二二長二長長
男女男女女男男女女

元
町

中
仙
田
上
町
元
町
栄
町

田
中
町

中
屋
敷
赤
谷

中
仙
田

　
　
〆
　
　
　
、

　
　
　
V
4
わ
に
レ

癬
蝿
総
　
　
岬
壇

　
一
、
、
：
篭

　
　
ち
　
へ
し
　
の

　
　
い
、
摩
．
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

稲
架
襖
つ
．
・
き
我
が
家
の
灯
の
見
え
て

軒
近
く
山
あ
ら
わ
な
り
今
朝
の
秋

朝
は
秋
近
し
と
思
う
風
の
あ
り

秋
風
や
暮
る
る
温
泉
の
町
灯
り
て

掃
寄
せ
る
あ
と
に
ま
た
散
る
落
葉
な
り

何
と
な
く
わ
び
し
き
思
い
渡
り
鳥

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

董
赤
く
段
々
畑
そ
ば
の
花

物
忘
れ
す
る
歳
と
な
り
茗
荷
汁

山
峡
に
羽
音
聞
え
て
雁
渡
る

解
け
て
又
鍵
に
な
り
つ
・
雁
渡
る

　
さ
み
し
さ
の
踊
り
太
鼓
の
止
み
し
あ
と

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

田
村
満
美
和
也
長
女
赤

池
竹
千
津
子
　
広
　
　
二
女
　
原

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

の　
新
郎
片
桐
政
行

新
婦
片
桐
愼
子

田谷

小
白
倉

小
白
倉
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

轍李雛
力孫ヨト實
ウーキミ

中高原野仁
仙原
田田田口田

鉾’略

六五五五四
六五二一五

秋
茄
子
の
色
艶
や
か
に
昧
も
よ
し

刈
り
な
が
ら
稲
穂
の
重
さ
見
定
め
て

夕
暮
る
・
稲
掛
け
の
声
そ
ち
こ
ち
に

野
沢
菜
を
、
一
百
二
十
日
の
蒔
き
頃
と

小
さ
な
る
う
ら
な
り
西
瓜
一
つ
づ
つ

　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

花
木
僅
垣
の
あ
り
た
る
寺
見
ゆ
る

天
高
し
遊
具
に
群
る
る
子
供
達

つ
づ
れ
さ
せ
聞
き
つ
つ
憶
う
こ
と
多
し

つ
ま
み
菜
を
盛
り
た
る
籠
の
軽
き
か
な

コ
ス
モ
ス
の
さ
さ
や
く
如
き
風
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
霜
条
小
海
島
影

海
を
見
て
葡
萄
狩
り
し
て
旅
一
と
日

五
十
入
秋
の
番
神
堂
詣
で

番
神
堂
彫
り
に
一
つ
の
秋
の
蝶

番
神
堂
由
来
を
秋
の
浜
に
聞
く

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

山
は
早
秋
の
色
濃
く
萩
さ
か
り
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押木ミ

サ

丸
山
秀

小
幡
定
太
郎

登
坂
喜
由
松

金
井
ミ
キ

越岩仁新元
ケ　　町
沢瀬田新町
　　　田

八八七七六
六五八五八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
噌
一
戚
奮
劉

青
紫
蘇
の
白
き
花
び
ら
こ
ぼ
れ
散
り

〔
選
評
〕

　
農
繁
期
の
せ
い
か
投
句
者
が
減
り
ま

し
た
が
、
忙
し
く
と
も
一
服
し
な
が
ら

心
の
中
で
十
七
字
に
自
然
を
ま
と
め
て

み
る
こ
と
は
一
つ
の
心
の
清
涼
剤
と
も

な
り
ま
し
ょ
う
。
与
平
さ
ん
の
句
、
原

句
は
「
秋
茄
子
の
た
く
ま
し
き
色
艶
味

も
よ
し
」
を
た
く
ま
し
き
を
除
い
て
色

艶
や
か
に
と
だ
け
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
で
秋
茄
子
の
自
然
が
わ
か
る
筈
で

す
し
、
語
調
も
よ
く
カ
リ
ッ
と
し
た
秋

茄
子
の
昧
も
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
省
略

が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
近
詠

山
裾
の
杉
並
高
く
月
冴
ゆ
る

城
の
山
よ
り
ひ
ろ
が
り
て
鰯
雲

手
を
か
ざ
し
秋
日
暑
し
と
言
ひ
合
へ
る




